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１.序

　従来の日本の大学キャンパスは広大な敷地にありながら

画一的な校舎による閉鎖的な空間であったが、近年は少子

高齢化を背景に大学の個性や地域開放が求められ、魅力的

なキャンパス空間の創出が課題となっている。特に正門の付

近は大学の顔としてシンボルとなる建物が位置したり、ま

た地域との接点となる広場が形成されるなど重要な空間

となっている。そこで本研究では、現代日本の大学キャン

パスにおいて、正門に面し多数の利用者に供される大学会

館や大講義室などの建物 ( 以下、ゲート建物注 )) とその周

辺の建物の配列を検討し、正門付近の空間構成を明らかに

することを目的とする。

２. 大学キャンパス正門におけるゲート建物の配列

2.1. ゲート建物の配列と通過動線　　　大学キャンパスで

は正門に面し多数の利用者が利用するゲート建物がみられ、

他の建物とともに広場を囲むなど特徴的な空間が形成さ

れている。例えば図の分析例では、ゲート建物が正門と一

体化し、建物を通過してキャンパス奥の囲まれた広場へと至

る。そこでまず正門に面する建物について、広場を囲むか

前面道路に沿って並列されるかという配列を、前庭の有

無と併せて検討した ( 表１)。その結果、広場を囲む配列

が過半数を占め (55/69 作品 )、前面道路に沿って建物が

配列されているものや、キャンパスの建物群と独立して配

置されているものもみられた。また、正門に対するゲート

建物の配置 ( 表２)、通過動線 ( 表３) について検討した

結果、配置は正門の側面に建つものが多く (s,48/69)、ゲー

ト建物を通ってキャンパス内にアプローチする主要動線を含む

ものもみられた ( ⇧ ,13/69)。

2.2. ゲート建物の配列パタン　　　前節で検討したゲート建

物の配列と通過動線を併せて検討したところ、６つの配列

パタンが得られた ( 表４)。パタンアはゲート建物が正門の正

面に建ち、他の建物とともに広場を囲む配列で、建物を通

過した後に囲まれた空間があるア１、囲み空間の奥に建

つア２がみられた。また囲まれた空間を形成しながらゲー

ト建物が正門の側面に建つイ、前面道路に沿って並ぶ建物

も併せもつウ、前面道路に沿って建物が並び補助動線があ

るエ、キャンパスの建物群と独立した配置のオがみられた。

３.ゲート建物の構成

　大学キャンパスのゲート建物ではピロティなどの外形の形状

や、庇や基壇などの付随的な要素によって建物周りの外部

空間を分節したり、大開口により建物内部と連続するな

ど特徴的な構成がみられる。例えば分析例 ( 図 ) のゲート

建物では主要動線が通過するピロティがあり、大開口によっ

て脇にある内部のホール状の図書閲覧室と連続している。

そこでピロティやＬ字などの外形ヴォリュームと、庇や基壇な

どの付随要素といった外部空間を分節する建物の構成を

検討した ( 表５)。その結果、庇や基壇などの付随要素を

もつものが多く、敷地境界に対してあまり制限されない大

学キャンパスの建物の特徴と考えられる。これには、付随要

素があるとともにピロティなどにより断面的に外部空間が

分節されるＡ、Ｌ字などの平面形状によりに外部空間が分

節されるＢ、付随要素のみをもつＣがみられ、また付随要

素がなく断面的に外部空間が分節されたＤも少数該当し

た。また幾何学形や大開口といった外形の特徴を検討した

結果、大開口があるもの (表６,開 ,32/69) が多かった。

４.ゲート建物による正門付近の空間構成

　２章で得られた大学キャンパス正門に面する建物の配列パ

タンと３章で得られたゲート建物の構成を２軸としてマトリク

スを作成し、資料が集中した空間構成として 8 つの類型が

得られた (表７)。類型① ,②は正門の正面に建つ構成で、
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①は基壇があるピロティを通過して建物で囲まれた広場へ

と続くもの、②は広場の奥にピロティと基壇をもつ建物が

あるものである。③ , ④はゲート建物が囲まれた広場の側

面に建つもので、③は広場に対してピロティや基壇を出す

もの、④は庇と基壇があり幾何学形をなすものである。⑤ ,

⑥はゲート建物が広場の側面に建ちつつ、前面道路に沿っ

て他の建物が並ぶもので、⑥は庇を出すもの、⑤は庇や基

壇を出しＬ字状の外形ヴォリュームにより外部空間を分節す

るものである。また、前面道路に沿って建物が並び庇を出

して大開口がある⑦、キャンパスの建物群から離れて建ち、

前庭や庇によるテラスを伴う⑧もみられた。

　これらの類型を共通する性格で整理すると、① ,②は正

門正面に建つゲート建物が広場を囲みながら、広場の手前

や奥でピロティや基壇による多様な外部空間を形成するも

ので、「正門正面のゲート建物による段階的な広場の構成」

といえる。③〜⑥は正門側面に建つゲート建物が広場を囲

み、庇などの付随要素をもつことが共通し、「正門側面の

ゲート建物による緩衝領域としての広場の構成」といえる。

これらに対して⑦は「ゲート建物による前面道路沿いの街

並みの構成」、⑧は「独立したゲート建物周囲に外部空間を

形成する構成」といえる。

５. 結

　大学キャンパス正門付近の空間構成を建物配列とゲート建

物の構成から検討した。その結果、正門正面のゲート建物

による段階的な広場の構成、正門側面のゲート建物による

緩衝領域としての広場の構成、ゲート建物による前面道路

沿いの街並みの構成、独立したゲート建物周囲に外部空間

を形成する構成といった大学キャンパス正門付近の空間

構成を明らかにした。

注 )ゲート建物とは、大学キャンパスの正門に直接面する建物のうち、大学会館、
　　図書館、美術館、大講義室などのホール状の空間をもち多数の利用者に供
　　される建物である。特に本研究では意匠上重要な建物として建築誌に発表
　　されている作品を対象とし、代表的な建築誌のひとつである「新建築」誌
　　において 1950〜2009 年に掲載された作品のうち、一建物のみのキャンパス
　　や図面の資料が充分でないものを除いた 69 作品を資料とした。
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